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令和２年度 総合政策部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

総合政策部長 
松尾 秀明 

●使命 

 総合政策部は、企画・政策を総合調整する部として、市民の幸

福度を高めるため、高度化・多様化する行政ニーズを集約し、共

有しながら、課題を市政に反映します。 

また、市民意識を把握し、市民と行政との双方向による情報と

意識の共有化を進め、市民満足度の向上に努めます。 

 
●基本方針 
①透明で開かれた市役所をめざして、市政の情報と市民目線の広

聴広報に取り組みます。 
②定住促進策など「地方創生」関連施策を推進します。 
③市民活動のための支援策を調査研究し、協働のまちづくりを推

進します。 

所 管 課 秘書広報課、企画振興課 

 

人  員 
正職員 臨時職員 合計 

１７人 ２人 １９人 

一般会計 ５７０，２３１ 
千円 

特別会計 ２５，０２５ 
千円 

計 ５９５，２５６ 
千円 

（うち人件費） （ １１０，６２９ 千円） 
 

重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

1 

ふるさと納税（応

援寄付金）制度の

推進 

・税外収入を確保するため、新た

な返礼品を開発・拡充するととも

に、クラウドファンディングを活

用したふるさと納税を推進しま

す。 

・歳入確保と市のイメージア

ップのため、お礼の品の開

発・拡充をします。また、

寄附者とのつながりを大切

にします。 

≪目標額≫ 2億円以上 

・9月末現在寄附金総

額（未確定数値）は 

158,835,500円でし

た。お礼の品の開

発・拡充に取り組ん

でいます。 

・1月末現在寄附金総

額（未確定数値）は 

476,852,000円でし

た。引き続きお礼の

品の開発・拡充に取

り組んでいます。 

・3月末現在寄附金総

額（未確定数値）は 

524,403,500円でし

た。新規お礼の品と

して29事業者180品

目を登録しました。 

・市のさまざまなプロジェクトを

紹介し、特設サイトからふるさと

納税を集める仕組みを構築しま

す。 

・新規プロジェクトを軌道に

乗せます。 

≪目標≫ 3 プロジェクト

以上を目指します。 

 

・8月27日にふるさと

納税特設サイトを

開設し、4プロジェ

クト（山鳥毛里づく

り、ハンセン、夢二、

こどもひろば）を紹

介しました。 

・特設サイトでのプ

ロジェクトのＰＲを

継続しています。 

・企業版ふるさと納

税のサイトを構築中

です。 

・特設サイトでのプ

ロジェクトＰＲを継

続します。 

・3 月 30 日から企業

版ふるさと納税のサ

イトを公開しまし

た。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

2 

広報等による市内

外への情報発信と

シティプロモーシ

ョンの推進 

 

・ホームページをよりわかりやす

く、親しみやすいものに改善しま

す。 

・使いやすい市ホームページ

に見直しすることでアクセ

ス数の増加を図ります。 

・市ホームページの

リニューアルに向

けて作業を進めて

います。 

・市ホームページの

リニューアル作業と

職員操作研修会を開

催しました。 

・リニューアル後の

ページを 3/23 から

公開しました。 

・市外への情報発信として広報季

刊誌を発行し、市の魅力や取組等

を広く発信します。 

・季刊誌を年4回発行するこ

とにより、東京圏でのファ

ンを獲得し、関係を継続し

ます。 

・11月上旬の季刊誌

発行予定に向け、取

材等準備中です。

（年1回発行に変

更。） 

・季刊誌を12月上旬

に発行するとともに

ファンクラブＨＰを

開設し、ＳＮＳ等で

情報を発信していま

す。 

・ＳＮＳ等での情報

発信により、ファン

クラブ会員を募集し

ました。3 月末の会

員数 708 人です。 

・マスコットキャラクター（セッ

トちゃん）を広く発信することに

より「瀬戸内市」の知名度の向上

を図ります。 

・幼稚園・保育園や各種イベ

ントへ参加します。（年30

回以上） 

・新型コロナウイル

スの影響によりイ

ベントへの参加を

自粛しています。 

・参加自粛を継続し

ています。 

・参加自粛により、

市内でのイベントへ

の参加実績はありま

せんでした。 

 ・デザイン使用マニュアルに

より、セットちゃんのデザ

インを広く使用してもらい

ます。 

・デザイン使用につ

いて、使用ガイドラ

インを作成し、ホー

ムページに掲載し

ました。 

・ホームページにて

周知を継続していま

す。 

・ホームページでの

周知により、使用申

請が5件ありました。 

3 

国内・国際交流事

業の推進 

・国際交流員の配置による国際交

流と国際理解の推進に努めます。 

・多文化共生のまちづくりを

進めます。 

・新型コロナウイル

スの影響により国

際交流員の配置が

遅れ、多文化共生事

業の実施について

も9月末時点では未

定です。 

・コロナによる新規

入国の禁止で、交流

員の配置が次年度に

なると決定されたた

め、多文化共生事業

も次年度に実施する

こととします。 

・国際交流員の配置

は令和 3 年 5 月以降

に遅れる見込みで

す。 

・国際交流員の配置と併せて

日常生活に必要な情報をま

とめた外国人向けパンフレ

ット等の多言語化を3月ま

でに進めます。 

・国際交流員の配置

ができず、外国人向

けパンフレットの

作成時期を見合わ

せています。 

・外国人向けパンフ

レットの作成時期は

次年度以降に見合わ

せます。 

・外国人向けパンフ

レットの作成時期

は、国際交流員の配

置後とします。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

4 

新総合計画の策定 

地方創生の推進 

・令和 3 年度から令和７年度まで

を計画期間とする第 3 次総合計

画を年度内に策定します。 

・年度内にＳＤＧｓの考え方

を盛り込んだ新総合計画を

策定します。 

・5 月に市民まちづ

くり意識調査を実

施し、次期計画骨子

を検討しています。 

11 月、1 月に審議会

を開催し、計画案を

策定しています。次

期計画は、コロナの

影響等により 3 年度

の策定方針としま

す。 

3/29、審議会会長か

ら答申が提出されま

した。今後、市長選

挙に伴う内容修正後

パブリックコメン

ト、議会提出の予定

です。 

・人口減少対策に特化した地方創

生の取組を推進します。 

・創生有識者会議を 7月中に

開催し、ＫＰＩ達成状況を

示すとともに、結果を市ホ

ームページで公開します。 

・7月 27 日に有識者

会議を開催し意見

の要旨等をＨＰ公

表しました。 

9 月末で完了してい

ます。 

同左 

・移住交流促進協議会との連

携により移住者の増加を図

ります。目標：相談会から

の移住 5組 

・県や関係機関が主

催するオンライン

相談会やセミナー

に 2回（5月、7月）

出展しました。 

9 月末までに 5 組

（全て昨年度相談

会参加者）の移住者

を受入れました。 

・県や関係機関が主

催するオンライン

相談会やセミナー

に 5回（5 月、7 月、

10 月、12月、1 月）

出展しました。 

1 月末までに 7 組

（うち今年度相談

会参加者 2 組）の移

住が決定しました。 

・県や関係機関が主

催するオンライン相

談会やセミナーに 7

回（5 月、7 月、10

月、12 月、1 月、3

月）出展しました。 

3 月末までに 10 組

（うち今年度相談会

参加者 4 組）の移住

が決定しました。 

・地方創生拠点施設として整

備した旧牛窓診療所の利活

用事業を中心に、牛窓エリ

アでの賑わい創出を促進し

ます。目標：拠点施設で開

催されるイベント数 2 回以

上 

・令和 3 年 4 月の供

用開始に向けて資

金調達や改修設計

を実施しています。 

・イベントは映画上

映、コンサート、ア

ートイベントを 7

月から月 1 回実施

しました。 

・令和 3 年 4 月の供

用開始に向けて資金

調達、施工業者の選

定が完了し、2 月下

旬からリノベーショ

ン工事に着手しま

す。イベントは、1

月末までに映画上

映、コンサート、ア

ートイベント、マル

シェなど計 10 回開

催 し 、 参 加 者 は

7,900 人でした。 

・令和 3 年 2 月末に

備前日生信金まちづ

くりファンドから資

金調達し、3 月上旬

からリノベーション

工事を実施していま

す。資金調達時期が

当初の予定より遅れ

たため、供用開始は

令和 3 年 6 月となり

ます。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

5 

地域公共交通網の

計画的な形成 

・令和 3 年度から令和７年度まで

を計画期間とする第 2 次地域公

共交通網形成計画を計画的に策

定します。 

・各種調査を実施した上で、

市の状況に対応した計画を

年度内に策定します。 

 

・策定支援に係る業

務委託契約を完了

し、基礎資料とする

市民アンケートの

発送準備をしてい

ます。 

・各種調査を実施し、

公共交通会議等の意

見を伺いながら、3

月末完成を目標に作

業を進めています。 

パブリックコメン

ト、公共交通会議で

の審議を経て 3 月末

に計画策定を終えま

した。 

・市営バス路線相互の乗り継ぎ環

境を整備します。 

・年度内に市中心部に乗り継

ぎのための結節点を設定す

ることに合わせて利用しや

すいダイヤに改正します。 

 

・関係条例の改正等

が可決され、11 月 2

日からの新ダイヤ

運行に向け準備を

しています。 

・市中心部の商業施

設を乗り継ぎ拠点と

し、11 月 2日から新

ダイヤで運行を開始

しました。 

これまでの取組に加

え、乗り継ぎ拠点と

なる市民病院にも詳

しい路線図、時刻表

を設置しました。 

6 

持続可能な地域づ

くりの推進 

・コミュニティ施設の整備を計画

的に進めます。 

・玉津コミュニティセンター

新築工事、本庄コミュニテ

ィセンター改修工事を当初

の計画どおり進めます。 

・新玉津コミュニテ

ィセンターが完成

し、8月末日に引き

渡しを受けました。 

・旧施設の解体工事

及び本庄コミュニ

ティセンターの改

修工事は委託によ

り設計業務を進め

ています。 

・旧玉津コミュニテ

ィセンター解体工事

及び本庄コミュニテ

ィセンターの改修工

事の設計業務が 12

月上旬に完成しまし

た。 

・1 月下旬に旧玉津

コミュニティセンタ

ー解体工事及び同監

理業務の入札を実施

しました。 

・2 月上旬解体工事

及び解体工事監理に

係る契約を締結し、

玉津地区の行政委員

への説明会後、解体

工事に着手しまし

た。 

・新しい自治組織制度の検討を進

めます。 

・年度内に新自治組織向けの

補助制度の方向性を決定し

ます。 

・モデル地区として

鹿忍地区の組織化

及び邑久コミュニ

ティ協議会の取組

をベースに支援内

容を検討していま

す。 

・鹿忍地区において

地区住民（中学生以

上）に対し、協議会

設立に向けたアンケ

ートを実施し、地域

の強み、課題などを

抽出しました。 

・邑久コミュニティ

では、定期的に開催

される会議に参加

し、地域の意見の集

約を行っています。 

・鹿忍地区ではアン

ケート結果の各戸配

布、新たな組織の規

約案、役員案の策定

を終え、新年度発足

となりました。 

・それぞれの地区で

の取組を通じた市の

支援策検討は次年度

とします。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

7 

国勢調査をはじめ

とする基幹統計調

査の確実かつ効率

的な実施 

・統計調査に係る事務の効率化(外

注の検討等)により、調査に伴う

市民及び職員の負担軽減を図り

ます。 

・国勢調査に係る事務の業務

委託を１件以上導入しま

す。 

・国勢調査に係る事

務について、人材派

遣会社から 1 名の

派遣により市職員

の負担軽減を図り

ます。 

・国勢調査に係る事

務は、8月 17 日から

12 月 11 日まで、人

材派遣会社職員 1 名

の派遣により職員の

負担軽減につながり

ました。 

1 月末までに完了し

ました。 

・庁内各部署で実施する統計、ア

ンケート等の結果を市民が利用

することができるよう、結果の集

約、オープンデータ化を行いま

す。 

・年度内に統計、アンケート

等の調査手順、集計方法等

の統一化を図ります。 

・実施できませんで

した。 

・実施できませんで

した。 

結果としては未実施

となりましたが、デ

ータ活用による市民

サービス手法を別途

研究しています。 

 


